
モデル動物と非モデル動物との対比による栄養バランスへの適応機構の解析 
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－千里ライフサイエンス新適塾－ 
「脳はおもしろい」第 36回会合 

 

「アイドリング脳研究：潜在意識下の脳機能を探る」 

 

  講  師 : 井ノ口 馨 （いのくち かおる）  

富山大学 卓越教授 

アイドリング脳科学研究センター センター長 

医学部 生化学講座 教授 

  日 時 ： ２０２２年 ３月 １８日（金） １７：３０～１９：００ 

  形 式 :  Web開催 

参加費 : 無料 

 

新型コロナ感染症の拡大に伴い、本会合は WEB 形式で開催します。 

1. 参加登録は事前申し込みのみとします（締切：2022年 3月 17日午後 3時）。なお

定員（300名）になり次第、募集を締め切らせて頂きます。 

2. 参加希望者は、当財団ホームページの「参加申込・受付フォーム」からお申し込み

下さい。  URL; http://www.senri-life.or.jp/ 

3. 参加登録者には開催数日前に参加方法をお知らせします。 

http://www.senri-life.or.jp/


アイドリング脳研究：潜在意識下の脳機能を探る 

 

脳は課題遂行中だけでなく睡眠中や休息時にも活動しており（アイドリング状態）、アイドリ

ング中にさまざまな情報処理をしていることが明らかになりつつあります。脳がアイドリング中

に創造的なアイデアなどが出やすいことなどは昔から良く知られています。例えば、睡眠中に

科学的な大発見が為された例として、メンデレーエフの夢による元素の周期律表の発見など

があります。ところが、アイドリング脳に関する研究はそれほど進んでおらず、そのメカニズム

や機能には不明な点が多いままです。それらが明らかになれば、脳が持つ潜在的な能力を

引き出すことができ、QOLの向上に繋がることが期待されます。 

本講演では、アイドリング脳の活動や機能を科学的な根拠（物理化学を基盤とした実験デ

ータ）に基づいて理解することを目指す私たちの最近の研究成果をお話しします。話題は「記

憶の固定化」から「推論」や「情報の同化」、さらには「忘れさった記憶の役割」などに展開しま

す。記憶痕跡細胞を人為的に操作したり、それらの細胞の活動を 1 細胞レベルで測定するな

ど最先端の実験技術を駆使して、アイドリング中のどのような神経活動が重要な機能を果た

しているかを探りました。現在までに、（１）脳は忘れ去った記憶の痕跡を潜在意識下で保持し、

その記憶痕跡が後の体験の記憶に影響を与えること、（２）睡眠中に脳内で過去の様々な経

験をリプレイし照合して、新しい質を持つ情報を生み出しているらしいこと、が明らかになって

きました。 
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プロフィール 井ノ口 馨 

 

学歴・職歴 

1979年  名古屋大学農学部農芸化学科卒業 

1984年  名古屋大学大学院農学研究科博士課程修了、農学博士 

1985年  三菱化学生命科学研究所 副主任研究員 

1991年  米国コロンビア大学医学部 博士研究員 

1991年  Howard Hughes Medical Institute リサーチアソシエート 

1993年  ニューヨーク州立精神医学研究所 リサーチアソシエート 

1993年  三菱化学生命科学研究所 主任研究員、グループディレクター 

2009年  富山大学大学院医学薬学研究部（医学）教授 

2019年～現在 富山大学 卓越教授 

2019年～現在 富山大学 学術研究部 医学系 教授 

2020年～現在 富山大学 アイドリング脳科学研究センター センター長 
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2010年 時實利彦記念賞 

2011年 AND Investigator Award  

2013年 文部科学大臣表彰科学技術賞（研究部門） 

2018年 東レ科学技術賞 

2019年 高峰記念第一三共賞 

2019年 内藤記念科学振興賞 

2019年 紫綬褒章 

 

所属学会 

 

日本神経科学学会、日本神経化学会、日本不安症学会、Society for Neuroscience 

 

 

 


